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総
会
は
三
谷
啓
子
副
会
長

の
司
会
で
進
行
、
神
成
邦
興

副
会
長
（
会
長
代
行
）
が
「
０８

年
度
は
育
友
会
設
立
５０
周
年

の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
記

念
式
典
・
祝
賀
会
を
実
施
。

記
念
広
報
誌
の
刊
行
、
生
田

通
学
路
・
周
辺
地
域
の
防
犯

灯
・
街
路
灯
な
ど
の
設
置
、

書
籍
『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』

の
刊
行
、
奨
学
金
制
度
の
設

立
な
ど
を
実
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
全
国
６７
支
部
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

次
に
日
髙
義
博
理
事
長
・

学
長
が
「
大
学
創
立
１
３
０

年
の
記
念
事
業
推
進
に
あ
た

り
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

専
修
大
学
は
２１
世
紀
の
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
『
社
会
知
性
の

開
発
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と

呼
び
か
け
た
。
続
い
て
来
賓

の
甘
竹
秀
雄
校
友
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
議
案
の
審
議
に

入
っ
た
。

議
事
で
は
「
０８
年
度
事
業

報
告
・
同
決
算
報
告
」
「
０９

年
度
事
業
計
画（
案
）・
同
予

算（
案
）」
な
ど
４
つ
の
議
案

を
審
議
し
た
の
ち
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

菅
沼
新
会
長
が
「
会
員
の
皆

様
へ
の
的
確
な
専
修
大
学
の

情
報
提
供
を
行
い
、
創
立
１

３
０
年
の
記
念
の
年
に
専
大

の
魅
力
を
広
く
社
会
に
伝
え

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
退
任

役
員
を
代
表
し
て
神
成

副

会
長
（
会
長
代
行
）
が
謝

辞
を
述
べ
た
。

２
０
０
９
年
度
育
友
会
定
期
総
会
（
日
南
川
裕
一
会
長
）
が
６
月
６
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
本
部
・
支
部
役
員
、
専
修
大
学
役
員
・
教
職
員
な
ど
１

５
５
人
が
出
席
、
議
案
の
審
議
、
諸
報
告
、
本
部
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
新
会
長

に
菅
沼
堅
吾
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

専
修
大
学
の
創
立
者
で

あ
る
相
馬
永
胤
、
田
尻
稲

次
郎
、
目
賀
田
種
太
郎
、

駒
井
重
格
４
人
の
、
米
国

留
学
時
代
な
ど
の
若
き
日

の
姿
や
大
い
な
る
夢
の
実

現
を
、
鮮
や
か
に
描
写
し

た
『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』

（
志
茂
田
景
樹
著
・
河
出

書
房
新
社
）
。
こ
の
本
は

育
友
会
が
発
案
し
た
出
版

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
そ
の

立
役
者
で
あ
る
。

東
京
新
聞
の
政
治
部

長
、
社
会
部
長
を
歴
任
、

現
在
は
論
説
委
員
と
し
て

一
面
の
�
顔
�
で
あ
る
コ

ひ
っ
せ
ん

ラ
ム
「
筆
洗
」
を
担
当
。

新
聞
記
者
生
活
３０
年
の
経

験
と
豊
か
な
人
脈
が
、
こ

こ
に
生
か
さ
れ
た
。

「
４
人
の
創
立
者
に
共

通
し
て
備
わ
っ
て
い
る
の

は『
夢
』『
勇
気
』『
志
』。

今
の
日
本
の
若
者
に
必
要

な
も
の
ば
か
り
で
す
。
４

人
の
精
神
と
先
駆
者
と
し

て
の
実
績
を
世
に
伝
え
た

い
。
そ
れ
に
は
サ
ポ
ー
タ

ー
役
で
あ
る
育
友
会
が
応

援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
専
大
の

知
名
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の

ア
ッ
プ
が
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
な
る
か
ら
で

す
」同

書
は
育
友
会
創
立
５０

じ
ょ
う

し

周
年
の
昨
秋
、
上
梓
さ

れ
、「
ひ
と
仕
事
終
え
た
」

の
も
つ
か
の
間
、
新
会
長

に
推
さ
れ
た
。
経
済
危
機

対
策
と
し
て
の
新
奨
学
金

制
度
の
導
入
と
共
に
、
育

友
会
が
打
ち
出
す
大
き
な

事
業
が
、
同
書
の
英
語
翻

訳
本
出
版
だ
。
創
立
者
が

留
学
し
た
大
学
を
訪
ね
る

来
春
の
「
学
生
部
セ
ミ
ナ

ー
」
に
間
に
合
う
よ
う
、

来
年
２
月
の
完
成
を
目
指

す
。

「
海
外
に
渡
る
専
大
生

た
ち
に
持
た
せ
、
訪
問
先

や
留
学
先
の
図
書
館
の
棚

に
並
べ
ら
れ
た
ら
と
。
専

大
に
学
ぶ
留
学
生
に
も
手

に
と
っ
て
ほ
し
い
。
１
３

０
年
前
に
思
い
を
馳
せ
て

ほ
し
い
。
そ
ん
な
夢
を
私

た
ち
親
が
見
て
も
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

経
済
学
部
４
年
次
の
次

男
、
今
年
、
商
学
部
に
入

学
し
た
三
男
と
も
に
専
大

松
戸
高
の
卒
業
生
で
、
本

学
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

で
汗
を
流
す
。

「
二
人
と
も
毎
日
、
楽

し
そ
う
に
学
生
生
活
を
送

っ
て
い
る
の
が
何
よ
り
。

育
友
会
活
動
に
携
わ
っ
て

い
る
お
か
け
で
、
子
ど
も

た
ち
と
の
話
題
が
増
え
ま

し
た
」。
５３
歳
。

翌
６
月
７
日
に
は
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
全
国
支
部
長

会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
部
役

員
、
支
部
長
ら
１
１
３
人
が

出
席
し
、
本
年
度
の
支
部
懇

談
会
や
各
支
部
の
活
動
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

は
じ
め
に
三
島
英
雄
専
修

大
学
副
理
事
長
、
庄
菊
博
育

友
会
主
任
教
授
（
法
学
部
教

授
）
が
あ
い
さ
つ
。
菅
沼
会

長
が
議
長
を
務
め
、
書
籍『
蒼

翼
の
獅
子

た

ち
』
の
販
売
協

力
、
支
部
懇
談

会
の
運
営
方
法

の
確
認
、
事
務

局
か
ら
は
支
部

活
動
特
別
援
助

金
に
つ
い
て
、

説
明
が
な
さ
れ

た
。終

了
後
は
東

都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦

１
、
２
部
入
れ
替
え
戦
の
応

援
に
神
宮
球
場
へ
。
野
球
部

の
選
手
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

◆
会
長
・
副
会
長
・
監
査
役

会

長

菅
沼

堅
吾
（
新
）

副
会
長

井
本

重
喜
（
再
）

〃

岡
﨑
眞
知
雄
（
再
）

〃

石
岡

泰
子
（
再
）

〃

三
谷

啓
子
（
再
）

〃

青
木
み
ど
り
（
再
）

〃

市
川

健
一
（
新
）

〃

髙
田

賢
一
（
再
）

〃

戸
谷

勤
（
再
）

〃

柳
澤

伸
代
（
再
）

〃

小
澤

達
男
（
新
）

〃

菅
田

照
夫
（
新
）

〃

道
満

法
子
（
新
）

〃

早
川

和
仁
（
新
）

監
査
役

永
田

武
司
（
再
）

〃

青
木

秀
和
（
再
）

〃

高
田

洋
子
（
新
）

◆
支
部
長

函

館

阿
部

修
一

苫
小
牧

小
野

純
夫

札

幌

花
岡

俊
幸

旭

川

小
蕎

勝
則

帯

広

鈴
木

崇
史

釧

路

福
岡

禎
仁

網

走

石
川

清
治

青

森

中
野
渡
久
人

岩

手

梅
田

敏
雄

宮

城

鈴
木

勝
美

秋

田

西
井

茂

山

形

古
内

善
昭

福
島
（
中
通
り
）鈴
木
ひ
ろ
み

福
島
（
浜
通
り
）佐
藤

保
喜

福
島
（
会
津
）
渋
川

正
幸

茨
城
（
水
戸
）
久
保
田
正
則

茨
城
（
県
南
）
髙
梨

隆

栃

木

小
田

真
司

群

馬

村
岡

利
克

埼

玉

辛
川

睦
雄

千
葉
東

坂
本

雅
司

千
葉
西

佐
藤

朋
子

東
京
Ａ

内
山

悦
子

東
京
Ｂ

岩
井
富
美
子

東
京
Ｃ

安
藤
富
美
子

東
京
多
摩

髙
野

雅
夫

神
奈
川
東

安
田

真
規

神
奈
川
西

田
中

志
和

新
潟
（
新
潟
）

増
井

勉

新
潟
（
長
岡
）

山
本

敦

富

山

北
野

恭
子

石

川

里
木

美
穂

福

井

木
内
冨
士
子

山

梨

前
澤

喜
直

長
野
（
長
野
）

小
林

牧
夫

長
野
（
松
本
）

村
田

徹

岐

阜

長
尾

清
文

静
岡
（
静
岡
）

岡
田

起
江

静
岡
（
浜
松
）

久
米

俊
浩

静
岡
（
東
部
）

楢
﨑

巻
子

愛
知
（
名
古
屋
）藤
田

節
雄

愛
知
（
豊
橋
）波
田
野
き
く
よ

三

重

町
田

均

滋

賀

清
水
千
枝
子

京

都

保
原

高
子

大

阪

淡
路

伴
美

兵

庫

竹
村
た
え
子

奈

良

中

英
人

和
歌
山

松
下

宜
史

鳥

取

大
嶋

兼
人

島

根

渡
部

哲
男

岡

山

友
田

好
昭

広

島

西
村

祥
史

山

口

藤
村

良
一

徳

島

田
中

宏
和

香

川

松
原

佳
澄

愛

媛

松
森
陽
太
郎

高

知

是
澤

真
澄

福
岡
（
博
多
）

江
嵜

和
雄

福
岡
（
小
倉
）

中
村

勇
希

佐

賀

外
尾
恵
津
子

長

崎

梶

信
吉

熊

本

嶋
田

浩
一

大

分

橋
本

茂

宮

崎

金
丸

佳
敬

鹿
児
島

田
之
畑
重
昭

沖

縄

玉
城

吉
貴

（
敬
称
略
）

活

動

方

針

専
修
大
学
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
大
学
の
発
展
と
学
生
育
成

の
た
め
の
教
育
事
業
を
支
援
すし

ん

る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親

ぼ
く睦

を
図
る
た
め
の
活
動
を
継
続

的
に
行
う
。

☆
大
学
・
校
友
会
と
の
連
携
強

化
☆
専
修
大
学
創
立
１
３
０
年
記

念
寄
贈
事
業
の
推
進

☆
育
友
会
基
盤
の
強
化

☆
支
部
懇
談
会
の
充
実
と
参
加

者
の
増
加

☆
支
部
活
動
の
充
実
と
広
が
り

〈
事
業
計
画
要
旨
〉

１

家
庭
と
の
連
絡
強
化

２

広
報
活
動
の
強
化

３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

更
新
数
を
増
や
し
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
な
情
報
の
提
供
を
行

う
。

４

会
議
の
開
催

①
定
期
総
会
②
幹
事
会
③
常

任
役
員
会
④
全
国
支
部
長
会
⑤

各
種
委
員
会
（
会
報
『
育
友
』

編
集
委
員
会
・
育
友
会
奨
励
賞

選
考
委
員
会
、
支
部
懇
談
会
委

員
会
ほ
か
）

５

支
部
懇
談
会
の
開
催
（
全

国
６７
支
部
）

６

就
職
懇
談
会
の
開
催

経
済
の
動
向
・
学
生
の
活
動

・
大
学
の
指
導
等
の
情
報
を
提

供
す
る
場
と
し
て
実
施

７

学
内
施
設
見
学
会
の
開
催

８

大
学
へ
の
助
成

会
員
に
送
付
す
る
「
修
学
状

況
通
知
書
（
成
績
）
」
の
作
成

・
送
付
費
用
を
助
成

９

学
生
に
対
す
る
援
助

①
学
生
自
治
会
及
び
学
術
文

化
会
・
体
育
会
・
連
合
県
人
会

・
公
認
サ
ー
ク
ル
が
主
催
す
る

行
事
や
活
動
を
援
助
②
図
書
館

「
育
友
文
庫
」
（
昭
和
４０
年
度

開
設
）
の
充
実
③
鳳
祭
に
「
お

休
み
処
・
育
友
」
の
出
店
と
出

店
サ
ー
ク
ル
団
体
へ
の
補
助
④

育
友
会
奨
励
賞
を
募
集
し
、
努

力
や
成
果
を
表
彰
⑤
学
費
の
納

入
が
困
難
で
あ
り
、
継
続
し
て

在
学
を
強
く
希
望
す
る
学
生
及

り

さ
い

び
家
計
急
変
・
災
害
罹
災
学
生

の
援
助
（
奨
学
金
支
給
）

１０

海
外
育
友
会
へ
の
協
力

１１

本
部
と
支
部
と
の
連
携
強

化１２

支
部
活
動
へ
の
支
援

「
支
部
活
動
特
別
援
助
金
」

制
度
に
よ
り
活
動
を
支
援

１３

校
友
会
と
の
提
携

１４

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

１５

専
修
大
学
創
立
１
３
０
年

記
念
寄
贈
事
業
の
推
進

１６

新
規
事
業

育
友
会
創
立
５０
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
刊
行
し
た
書

籍
『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』
の
英

訳
版
を
出
版
し
、
大
学
に
寄
贈

す
る
。
ま
た
、
書
籍
『
蒼
翼
の

獅
子
た
ち
』
に
関
連
し
た
事
業

を
随
時
検
討
す
る
。

・日時＝６月２８日（日）１３：００～１６：３０

・場所＝神田キャンパス１号館３階３０３教室

・受付＝１２：３０～

・講 演１＝「求める学生像及び父母の役割」（仮題）

講師：明治製菓（株）人事総務部人事室長・樋口昌弘氏

・講 演２＝「専修大学の就職活動支援体制につい

て」（仮題）講師：就職部

・パネルディスカッション－就職活動成功への道－

就職活動を終えた４年次生が体験談を生の声で発表

☆出席申し込みについて＝会報「育友」１１７号裏表紙の申

し込みハガキを切り離し、必要事項記入の上、６月１９日

（金）までにご投函ください。出席申込受付後に育友会事

務局から改めてのご案内はいたしません。当日会場へ直接

お越しください。

問育友会事務局☎０３-３２６５-６２９９ FAX０３-３２６５-５０８２

メール ikuyuuka@acc.senshu-u.ac.jp
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▼ あいさつするのは神成副会長＝生田キャンパス

新会長に菅沼 堅吾氏

１
１
３
人
出
席
し
全
国
支
部
長
会

あいさつする

日髙学長

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

▲ 活発な意見交換が行われた

創
立
者
の
精
神
を
世
界
に
伝
え
た
い

さ
ん

すが ぬま けん ご

菅沼 堅吾
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